
＜校種別＞ 81件
小学校43、中学校17、

その他21

＜内容別＞ 86件
○電話等による問い合わ
せ等 24
○設定支援 27
パスコード忘れ、講演

会支援、電子フォーム作
成支援、windowsタブレッ

ト機のChromebook化他
○訪問、その他 28
クレードル配付、画面

割れ交換、パスコードエ
ラー復旧、PC回収
○研修他 7
授業参観、iPad交換、f

igjamマニュアル作成
9月はCBT準備による機

器整備が多くありました。
次のグラフは4月～10

月までの活動状況です。

また、現在INF
O61号で紹介しま
したFigjamの利
用マニュアルを近
日中に各校に配信します。
GoogleClassroomを使っ
てFigjamのURLを配信す

る方法です。
Figma、Figjamと言葉

が錯綜します。Figmaは
デザインツール、できた
ファイルがFigjamと捉え
ると良いと思います。

10月24日（火）に市小
研の各部会があ
り、家庭科部会
ではiMovieを使っ
て「教材動画作
成」に取り組ま
れました。
「録画」となることか

ら教科書等の著作権への
留意事項の説明を研修し
た後、動画課題別グルー
プになって、いろいろな
角度から手元を撮影され
ました。
撮影したものはエアー

ドロップで共有
してもらいまし
た。
そして、1分程

度の動画に、BG
M、テロップ、さらには
再生速度を変化させる等、
その編集に取り組まれま
した。

この動画は後日、市教
委の「教材共有フォルダ」
にアップロードして、Ｑ
Ｒコードにより、児童が
個別にアクセスして見ら
れるようにする予定です。

この研修により、児童
が手軽に使えるiMovieを
使って「１分動画」を作
り、発表していく授業が
展開されることを期待し
ています。

動画はメモリを多く使
いますので、クラウド保
存されるように、必ず教
育アカウントで本体にサ
インインしておいてくだ
さい。

中学校の「地域調べ」
では、短編動画を利用し
て発表されるケースもあ
りました。

また、動画を使いなが
ら口頭発表するだけでは
なく、大版用紙に地図を
書き、その地図の中に動
画のＱＲコードを貼り付
け、観覧者がアクセスす
るという「見方の工夫」
というケースもあります。
さらに、「Keynote」で

グリーンバックのスライ
ドにタイトル文字を入れ、
iMovieのクロマキー合成
を使う工夫も効果的です。
表現力を磨く良い機会

となることでしょう。

小学校の複数校から問
い合わせがあり、個別対
応しています。
MicrosoftFormsやGoo

gleフォームを使って、出
欠席情報を収集している
学校は、校務パソコンで
内容確認をされています。

しかし、授業者は「学
習活動」として、教室で
の実態と出欠席データと
を確認した上で、授業を
始めます。

そこで、バーコード利
用実証実験校に配付した
教室端末への「機能追加」
として、希望された学校
に、表示項目の厳守を前
提に、出欠席フォームを
案内しています。
端末の専用化により、

教室での誤表示防止と、
現在のセキュリティポリ
シーを遵守してもらうた
めです。
※案内する出欠席フォームはiP
adでは動作しません。
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「やまぐちメタワールド～

デジタル企業図鑑～」

令和5年10月23日（月曜
日）から令和6年2月29日
（木曜日）
参加可能時間帯

6時00分から22時00分
参加者はパソコンやスマー
トフォン等でメタバースに
入場し、アバターを操作し
て空間内に設置された企業・
団体のブースにアクセスし、
ブース内にあるショート動
画やカタログ等の閲覧やク
イズへの回答等を通じて企

業等に関する理解を深めま
す。（山口県報道発表から）

知っておきたいICT


